
永
田
耕
衣
と
吉
岡
実
―
―
『
耕
衣
百
句
』
と
そ
の
後
　
　
　
　
小
林
一
郎

　
　
　
　『
土
方
巽
頌
』〔
…
…
〕
痛
切
ナ
ル
快
挙
と
思
い
ま
す
。
―
―
永
田
耕
衣
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一
九
五
五
年
八
月
、
吉
岡
実
が
詩
集
『
静
物
』（
私
家
版
）
で
真
の
出
発
を
遂
げ
た
同
じ
年

の
一
〇
月
、
永
田
耕
衣
は
第
四
句
集
『
吹
毛
集
』（
近
藤
書
店
）
で
吉
岡
と
の
出
会
い
を
用
意

し
た
。
吉
岡
は
一
九
六
〇
年
、『
與
奪
鈔
』（
琴
座
俳
句
会
）
刊
行
を
知
り
注
文
購
入
、
こ
れ

を
機
に
文
通
が
始
ま
る
。
六
七
年
四
月
、
須
磨
の
田
荷
軒
を
訪
ね
、
耕
衣
と
対
面
、
個
展
の

た
め
の
作
品
か
ら
「
白
桃
図
」
を
予
約
。
六
九
年
七
月
、
日
本
橋
三
越
の
「
書
と
絵
に
よ
る

永
田
耕
衣
展
」
で
「
白
桃
女
神
像
」
を
予
約
、
海
上
雅
臣
宅
を
耕
衣
と
訪
ね
白
隠
や
黄
山
谷

な
ど
を
観
る
。
十
二
月
、
妻
に
絵
「
鯰
佛
」
を
贈
ら
れ
る
。
七
四
年
一
月
、
全
句
集
『
非
佛
』

（
冥
草
舎
）
出
版
記
念
会
で
渡
辺
一
考
と
初
め
て
会
う
。
七
六
年
六
月
、『
耕
衣
百
句
』
を
編

み
コ
ー
ベ
ブ
ッ
ク
ス
か
ら
七
〇
〇
部
刊
行
（
特
装
版
を
南
柯
書
局
か
ら
八
〇
部
刊
行
）。
八
〇
年

春
、
傘
寿
の
会
に
招
か
れ
る
。
八
四
年
七
月
、
田
荷
軒
を
土
方
巽
と
訪
ね
耕
衣
に
紹
介
す
る
。

八
七
年
五
月
、「
米
寿
永
田
耕
衣
の
日
」
に
出
席
。
こ
の
間
、
耕
衣
俳
句
に
つ
い
て
た
び
た

び
筆
を
執
り
、
主
な
文
章
は
『「
死
児
」
と
い
う
絵
〔
増
補
版
〕』（
筑
摩
書
房
、
一
九
八
八
）

に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　
耕
衣
は
吉
岡
を
詩
集
『
僧
侶
』（
書
肆
ユ
リ
イ
カ
、
一
九
五
八
）
で
認
め
た
。
第
六
句
集
『
悪

霊
』（
俳
句
評
論
社
、
一
九
六
四
）
は
吉
岡
か
ら
「
こ
の
句
集
は
、
果
敢
に
新
境
地
を
き
り
ひ

ら
か
ん
と
し
て
い
る
。
詩
作
の
う
え
で
、
私
自
身
も
ひ
と
と
こ
ろ
に
停
滞
す
る
こ
と
を
拒
ん

で
、絶
え
ず
転
化
を
試
み
て
い
る
。
そ
し
て
未
成
熟
な
作
品
を
つ
く
っ
て
き
た
か
ら
、《
悪
霊
》

の
観
念
性
の
つ
よ
い
失
敗
作
に
も
、
同
調
す
る
」（『
耕
衣
百
句
』「
覚
書
」）
と
評
さ
れ
た
。

　『
耕
衣
百
句
』
こ
そ
両
者
の
交
流
の
頂
点
に
位
置
す
る
記
念
碑
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
本

書
を
中
心
に
永
田
耕
衣
と
吉
岡
実
の
関
係
を
見
て
い
き
た
い
。
ま
ず
、
吉
岡
の
耕
衣
宛
書

簡
（
姫
路
文
学
館
永
田
耕
衣
文
庫
所
蔵
）
か
ら
「
耕
衣
百
句
」
へ
の
最
初
と
最
後
の
言
及
を
引
く
。

こ
の
間
に
第
一
句
集
『
加
古
』
や
初
期
句
集
『
真
風
』
な
ど
が
吉
岡
に
贈
ら
れ
、『
吹
毛
集
』

『
與
奪
鈔
』『
悪
霊
』
か
ら
二
十
八
句
を
引
い
た
一
九
七
一
年
の
随
想
「
永
田
耕
衣
と
の
出
会

い
」
の
執
筆
を
通
じ
て
、
吉
岡
の
百
句
選
の
準
備
は
整
い
つ
つ
あ
っ
た
。

「
耕
衣
百
句
」
い
ず
れ
や
り
ま
す
。（
一
九
六
七
年
六
月
二
八
日
消
印
葉
書
）

渡
辺
一
考
君
と
は
、
京
都
ま
で
一
緒
で
、《
耕
衣
百
句
》
の
打
合
せ
を
い
た
し
ま
し
た
。

（
一
九
七
五
年
七
月
七
日
消
印
葉
書
）
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初
案
の
「
耕
衣
百
句
」
が
書
名
に
ま
で
な
っ
た
こ
と
に
感
慨
を
覚
え
る
。
対
面
し
て
か
ら

本
書
上
梓
ま
で
に
、
耕
衣
は
『
悪
霊
』
に
続
く
『
闌
位
』（
俳
句
評
論
社
、
一
九
七
〇
）
と
『
冷

位
』（
コ
ー
ベ
ブ
ッ
ク
ス
、
一
九
七
五
）
を
、
吉
岡
は
当
時
の
全
詩
集
『
吉
岡
実
詩
集
』（
思
潮
社
、

一
九
六
七
）
か
ら
『
神
秘
的
な
時
代
の
詩
』（
湯
川
書
房
、
一
九
七
四
）
に
至
る
模
索
の
時
代
の

詩
集
群
を
刊
行
し
て
い
る
。『
僧
侶
』
で
到
達
し
た
絶
巓
か
ら
の
下
山
と
も
言
え
る
試
行
錯

誤
の
時
期
に
、
耕
衣
俳
句
を
「
心
す
な
お
に
、
初
期
の
句
か
ら
再
読
、
三
読
し
て
採
っ
て
ゆ

く
こ
と
に
し
た
」（「
覚
書
」）
の
だ
か
ら
、
影
響
を
受
け
な
い
は
ず
は
な
い
。
だ
が
不
思
議
な

こ
と
に
、
こ
の
こ
ろ
の
吉
岡
の
詩
に
耕
衣
俳
句
の
痕
跡
は
見
い
だ
し
に
く
い
。

　
吉
岡
実
は
永
田
耕
衣
か
ら
ど
ん
な
影
響
を
受
け
た
の
か
。
金
子
晉
編
『
永
田
耕
衣
五
百

句
』（
永
田
耕
衣
の
会
、一
九
九
九
）
に
は
冒
頭
の
一
句
「
梅
雨
に
入
り
て
細
か
に
笑
ふ
鯰
か
な
」

し
か
採
ら
れ
て
い
な
い
が
、「
鯰
笑
図
七
句
」
全
句
は
『
耕
衣
百
句
』
で
ひ
と
き
わ
異
彩
を

放
っ
て
い
る
。
耕
衣
連
作
の
白
眉
と
い
う
べ
き
七
句
が
『
静
物
』
の
巻
末
詩
「
過
去
」
を
も

つ
吉
岡
の
詩
心
を
刺
激
し
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
九
節
八
十
四
行
か
ら
成
る「
僧
侶
」

に
「
鯰
笑
図
」
の
残
響
を
聴
く
の
は
私
だ
け
だ
ろ
う
か
。『
悪
霊
』
に
寄
せ
た
吉
岡
の
共
感
は
、

『
サ
フ
ラ
ン
摘
み
』（
青
土
社
、
一
九
七
六
）
に
収
め
ら
れ
た
連
禱
詩
「
葉
」
の
冒
険
に
直
結
し

て
い
る
。
吉
岡
は
耕
衣
句
を
ス
プ
リ
ン
グ
ボ
ー
ド
に
し
て
、
新
た
な
詩
境
を
拓
り
ひ
ら
い
た
。

極
論
す
れ
ば
、
そ
の
副
産
物
が
『
耕
衣
百
句
』
だ
っ
た
。

　
『
続
耕
衣
百
句
』
（
湯
川
書
房
、
一
九
九
五
）
の
編
者
金
子
晉
は
「
あ
と
が
き
」
に
「
吉
岡

実
編
『
耕
衣
百
句
』
が
コ
ー
ベ
ブ
ッ
ク
ス
か
ら
刊
行
さ
れ
た
の
は
昭
和
五
十
一
年
六
月
の
こ

と
だ
っ
た
。
／
あ
れ
か
ら
も
う
随
分
歳
月
が
経
っ
た
の
に
、
つ
い
最
近
の
こ
と
の
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
そ
れ
だ
け
こ
の
著
の
放
っ
た
威
力
が
強
烈
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
誰
よ

り
も
耕
衣
は
こ
の
著
に
激
励
さ
れ
、
興
奮
し
、
そ
の
後
の
人
生
を
ま
こ
と
に
真
摯
に
追
尋
し

て
き
た
」
と
書
い
た
が
、
耕
衣
自
身
は
「
吉
岡
実
編
著
『
耕
衣
百
句
』
（
コ
ー
ベ
ブ
ッ
ク
ス

刊
）
出
来
。
最
高
の
出
来
栄
え
な
り
。
渡
辺
一
考
の
装
幀
」
（
俳
句
集
成
『
而
今
』
の
自
筆
年

譜
）
と
自
祝
し
て
い
る
。

　
吉
岡
の
選
択
は
独
特
だ
っ
た
。『
冷
位
』
に
触
れ
て
「
こ
の
ご
ろ
の
小
生
は
、
比
較
的
に

素
直
な
る
句
が
好
き
な
の
で
、
禅
的
な
る
も
の
、
禅
的
虚
構
の
あ
ら
わ
な
る
句
は
採
り
ま
せ

ん
で
し
た
」（「
覚
書
」）
と
あ
る
よ
う
に
、
俳
哲
的
側
面
を
捨
象
し
、
耕
衣
句
の
初
期
か
ら
そ

の
時
点
で
の
最
新
作
ま
で
を
、
戦
後
三
十
年
経
っ
た
日
本
の
同
時
代
詩
の
地
平
に
置
き
な
お

し
た
。
吉
岡
愛
誦
の
三
句「
天
心
に
し
て
脇
見
せ
り
春
の
雁
」「
近
海
に
鯛
睦
み
居
る
涅
槃
像
」

「
腸
の
先
づ
古
び
行
く
揚
雲
雀
」
は
、
吉
岡
や
耕
衣
自
身
も
出
席
し
た
「
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
　

永
田
耕
衣
の
世
界
」（『
俳
句
』
一
九
八
〇
年
九
月
号
）
に
お
い
て
高
柳
重
信
が
主
に
『
耕
衣
百

句
』
か
ら
選
ん
だ
テ
キ
ス
ト
「
永
田
耕
衣
二
十
句
」
に
含
ま
れ
る
著
名
句
だ
が
、『
吹
毛
集
』

の
ベ
ス
ト
・
ス
リ
ー
で
は
あ
っ
て
も
、
こ
の
三
句
を
も
っ
て
耕
衣
俳
句
を
代
表
さ
せ
る
こ
と
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に
は
無
理
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　
吉
岡
は
『
耕
衣
百
句
』
を
ま
と
め
た
こ
と
で
、
耕
衣
の
新
作
句
集
か
ら
は
距
離
を
置
き
は

じ
め
た
よ
う
に
思
え
る
。
吉
岡
の
未
刊
行
の
随
想
に
「
五
月
の
句
―
―
耕
衣
の
句
か
ら
」

（『
琅
玕
』
一
九
八
三
年
五
月
号
）
が
あ
る
。「
こ
の
一
冊
〔『
耕
衣
百
句
』〕
か
ら
、
私
は
「
春
の

句
」
を
抽
出
し
て
み
よ
う
」
と
十
七
句
を
四
〇
〇
字
三
枚
強
に
鏤
め
た
俳
句
・
書
物
随
想
で
、

三
年
前
の
「
耕
衣
秀
句
抄
」
の
縮
小
版
か
と
見
ま
が
う
。
当
時
の
吉
岡
は
耕
衣
の
新
句
集
を

論
う
心
境
に
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
耕
衣
に
宛
て
た
一
九
八
三
年
五
月
四
日
消
印
葉
書
に
は

「
街
路
に
つ
つ
じ
の
花
が
盛
り
で
す
。「
琅
玕
」
の
雑
文
が
お
目
に
と
ま
り
、
い
さ
さ
か
面

映
ゆ
い
感
じ
で
す
。
で
も
、耕
衣
さ
ん
に
喜
ん
で
頂
き
、「
安
心
立
命
」
で
す
」
と
あ
る
。「
安

心
立
命
」
は
『
耕
衣
百
句
』
栞
の
「
無
欲
の
所
業
」
と
題
す
る
耕
衣
文
に
見
え
る
言
葉
だ
が
、

耕
衣
は
「
い
ま
さ
ら
『
耕
衣
百
句
』
で
も
あ
る
ま
い
に
」
と
思
わ
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
吉

岡
も
二
年
後
の
一
九
八
五
年
に
は
「
此
頃
の
近
作
を
読
む
た
び
に
、
あ
ま
り
に
も
「
造
語
」

が
頻
出
す
る
の
で
、
私
は
閉
口
す
る
こ
と
が
あ
る
。〔
…
…
〕
私
も
詩
作
の
な
か
で
、
し
ば

し
ば
「
造
語
」
を
挿
入
す
る
が
、
と
て
も
田
荷
軒
主
人
に
は
か
な
わ
な
い
」
と
朝
日
文
庫
版

耕
衣
句
集
の
序
文
「
耕
衣
粗
描
」
に
書
い
て
、
珍
し
く
苦
言
を
呈
し
て
い
る
。

　『
耕
衣
百
句
』
以
後
の
吉
岡
の
選
句
は
、新
句
集
『
殺
佛
』『
肉
体
』『
殺
祖
』『
物
質
』『
葱
室
』

『
人
生
』
を
特
集
し
た
と
き
ど
き
の
『
琴
座
』
に
十
数
句
抄
の
形
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ

れ
ら
を
別
に
す
る
と
、最
も
ま
と
ま
っ
た
も
の
は
一
九
八
七
年
三
月
の
「
耕
衣
三
十
句
」（『
洗

濯
船
』
別
冊
第
二
号
）
だ
。
吉
岡
が
揮
毫
し
た
「
大
雨
の
薬
の
水
の
鯰
か
な
」（『
葱
室
』）
は
入

集
し
て
い
な
い
が
、
随
想
「
手
と
掌
」
の
末
尾
を
飾
っ
た
「
て
の
ひ
ら
と
い
う
ば
け
も
の
や

天
の
川
」（『
闌
位
』）
が
『
耕
衣
百
句
』
に
入
っ
て
い
な
い
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
選
に
漏
れ
た

な
か
に
も
吉
岡
の
記
憶
に
残
る
佳
句
は
多
い
こ
と
だ
ろ
う
。
選
句
（
補
句
十
五
を
含
む
四
十
五

句
）
の
み
で
、「
覚
書
」
の
よ
う
な
解
説
文
の
な
い
の
が
惜
し
ま
れ
る
。

　
吉
岡
晩
年
の
詩
集
『
薬
玉
』（
書
肆
山
田
、
一
九
八
三
）
に
収
め
ら
れ
た
「
垂
乳
根
」
に
次

の
詩
句
が
あ
る
（
字
下
げ
は
割
愛
）。

父
は
せ
つ
な
く
（
切
字
）
の
用
法
を
考
え
／
「
紙
の
上
で
尻
も
ち
を
つ
く
」
／
―
―
あ

け
ぼ
の
や
七
人
七
夢
に
ら
の
露

　「
に
ら
の
露
」
か
ら
薤
上
の
露
、
薤
露
歌
、
辣
韮
―
―
さ
ら
に
は
「
ら
っ
き
ょ
う
を
嚙
る
　

そ
れ
が
ぼ
く
の
好
み
の
時
だ
」
と
始
ま
る
「
回
復
」（『
僧
侶
』）
へ
と
連
想
は
続
く
が
、
詩
句

に
は
永
田
耕
衣
、
土
方
巽
、
さ
ら
に
俳
句
へ
の
憧
憬
が
こ
め
ら
れ
て
い
よ
う
。

　
詩
人
吉
岡
実
の
形
成
に
与
っ
て
大
き
か
っ
た
存
在
は
、
行
動
を
共
に
し
た
詩
人
た
ち
を
除

け
ば
、西
脇
順
三
郎
と
永
田
耕
衣
と
土
方
巽
の
三
人
で
あ
る
。
戦
前
の
二
詩
集
『
昏
睡
季
節
』
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と
『
液
体
』（
と
も
に
草
蟬
舎
）
成
立
の
契
機
と
な
っ
た
の
が
北
園
克
衛
と
富
澤
赤
黄
男
だ
っ

た
よ
う
に
、
戦
後
初
の
詩
集
『
静
物
』
の
母
胎
と
な
っ
た
の
が
西
脇
だ
。
吉
岡
が
「
西
脇
順

三
郎
ア
ラ
ベ
ス
ク
」（
一
九
七
二
～
八
二
）
に
書
き
、
耕
衣
が
『
し
ゃ
が
む
と
ま
が
り
』（
コ
ー

ベ
ブ
ッ
ク
ス
、
一
九
七
六
）
の
「
あ
と
が
き
」
に
「
西
脇
順
三
郎
詩
集
『
旅
人
か
へ
ら
ず
』
は
、

私
の
生
涯
的
初
心
を
つ
ね
に
瑞
々
し
く
煥
発
し
や
ま
ぬ
、
い
わ
ば
私
自
身
の
持
佛
と
さ
え
い

え
る
親
睦
千
万
な
詩
集
で
あ
る
」
と
書
い
た
と
お
り
、
二
人
の
西
脇
へ
の
親
炙
の
背
景
に
は

『
旅
人
か
へ
ら
ず
』（
東
京
出
版
、
一
九
四
七
）
が
あ
っ
た
。

　
俳
句
と
西
脇
詩
を
愛
し
た
詩
人
が
、
西
脇
が
書
い
た
か
の
よ
う
な
耕
衣
俳
句
に
惹
か
れ
た

の
は
、
必
然
だ
ろ
う
。
吉
岡
実
に
と
っ
て
永
田
耕
衣
は
、
詩
書
画
を
打
っ
て
一
丸
と
し
た
稀

有
な
人
格
そ
の
も
の
だ
っ
た
。
永
田
耕
衣
に
と
っ
て
吉
岡
実
は
だ
れ
だ
っ
た
の
か
。
耕
衣
俳

句
の
名
伯
楽
に
し
て
土
方
巽
の
紹
介
者
、
端
正
な
字
を
書
く
律
儀
な
人
、
名
の
あ
る
出
版
社

の
人
間
、な
に
よ
り
も
詩
人
。
俳
句
と
い
う
同
じ
星
を
仰
ぎ
見
る
耕
衣
も
吉
岡
も
、先
を
急
ぐ
。

「
ぼ
く
は
だ
い
た
い
、
敬
愛
す
る
詩
人
も
作
家
も
ど
ん
ど
ん
捨
て
て
っ
ち
ゃ
う
ん
で
す
。
自

分
の
作
品
も
、も
う
『
僧
侶
』
は
い
い
、あ
れ
で
い
い
、も
っ
と
先
へ
歩
か
な
く
ち
ゃ
と
思
う
」

と
は
高
橋
康
也
「
吉
岡
実
が
ア
リ
ス
狩
り
に
出
発
す
る
と
き
」（『
ノ
ン
セ
ン
ス
大
全
』、
晶
文
社
、

一
九
七
七
）
に
見
え
る
吉
岡
の
発
言
だ
。

　
最
後
に
想
の
類
似
を
挙
げ
る
。
死
ん
だ
も
の
の
持
つ
、
こ
の
生
命
感
、
猥
褻
な
ま
で
の
存

在
感
こ
そ
、
耕
衣
の
句
と
吉
岡
の
詩
に
共
通
す
る
両
者
が
決
し
て
手
放
そ
う
と
し
な
か
っ
た

核
で
あ
る
。

寒
鮒
の
死
に
て
ぞ
臭
く
匂
ひ
け
り
　
　
　
　
　『
驢
鳴
集
』

死
ん
だ
金
魚
は
臭
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　「
垂
乳
根
」

　
　
　
　
　
　
　
＊
引
用
文
中
の
改
行
箇
所
は
／
で
表
示
し
た
。

《
澤
》
二
〇
一
一
年
八
月
号
〈
特
集
・
永
田
耕
衣
〉


